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議案第 １ 号 

 

   野田市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例施行規則 

の制定について 

 

 野田市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例施行規則を次のように

定める。 

 

  令和元年７月３日提出 

 

              野田市教育委員会教育長 佐 藤   裕 
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野田市教育委員会規則第   号 

 

野田市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例施行規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、野田市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例（

令和元年野田市条例第９号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事

項を定めるものとする。 

（開館時間） 

第２条 野田市生涯学習センター（以下「センター」という。）の開館時間は、

午前９時から午後９時までとする。ただし、小ホール（控室を含む。以下同

じ。）の開館時間は、午前９時から午後１０時までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、指定管理者は、あらかじめ教育長の承認を得た

ときは、前項の開館時間を変更することができる。 

（休館日） 

第３条 センターの休館日は、１２月２９日から翌年の１月３日までの日とす

る。ただし、小ホールの休館日は、次の各号に掲げる日とする。 

(1) 月曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）

に規定する休日に当たるときを除く。） 

(2) １２月２９日から翌年の１月３日までの日 

２ 前項の規定にかかわらず、指定管理者は、あらかじめ教育長の承認を得た

ときは、臨時に休館し、又は開館することができる。 

（利用の手続） 

第４条 条例第６条第１項の規定によりセンター（小ホール及びその設備（以

下「小ホール等」という。）を除く。）を利用しようとする者は、野田市生

涯学習センター利用申請書を指定管理者に提出し、許可を受けなければなら

ない。 

２ 前項の申請書は、利用しようとする日の２月前から提出することができる。

ただし、指定管理者が必要と認めるときは、この限りでない。 

３ 条例第６条第１項の規定により小ホール等を利用しようとする者は、野田
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市生涯学習センター小ホール利用申請書及び野田市生涯学習センター小ホー

ル設備利用申請書を指定管理者に提出し、その許可を受けなければならない。 

４ 前項の申請書は、利用しようとする日の属する月の初日の１２月前から利

用しようとする日の７日前まで提出することができる。ただし、指定管理者

が必要と認めるときは、この限りでない。 

（利用の許可） 

第５条 指定管理者は、前条第１項の申請書を受理したときは、その内容を審

査し、センター（小ホール等を除く。）の利用を許可するときは、野田市生

涯学習センター利用許可書を申請者に交付するものとする。 

２ 指定管理者は、前条第３項の申請書を受理したときは、その内容を審査し、

小ホール等の利用を許可するときは、野田市生涯学習センター小ホール利用

許可書及び野田市生涯学習センター小ホール設備利用許可書を申請者に交付

するものとする。 

（利用許可の順序） 

第６条 センターの利用の許可は、申請書の受理の順序によりこれを行い、同

時に申請のあったときは、協議により決定する。 

（利用の変更） 

第７条 第５条第１項の規定によりセンター（小ホール等を除く。）の利用の

許可を受けた者（以下「センター利用者」という。）が利用の変更をしよう

とするときは、野田市生涯学習センター利用変更申請書に第５条第１項の許

可書を添えて、直ちに指定管理者に提出し、その許可を受けなければならな

い。 

２ 指定管理者は、前項の申請書を受理したときは、その内容を審査し、セン

ター（小ホール等を除く。）の利用の変更を許可するときは、野田市生涯学

習センター利用変更許可書により申請者に通知するものとする。 

３ 第５条第２項の規定により小ホール等の利用の許可を受けた者（以下「小

ホール等利用者」という。）が利用の変更をしようとするときは、野田市生

涯学習センター小ホール等利用変更申請書に第５条第２項の許可書を添えて、

直ちに指定管理者に提出し、その許可を受けなければならない。 

４ 指定管理者は、前項の申請書を受理したときは、その内容を審査し、小ホ
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ール等の利用の変更を許可するときは、野田市生涯学習センター小ホール等

利用変更許可書により申請者に通知するものとする。 

（利用の取消し） 

第８条 センター利用者が利用の取消しをしようとするときは、野田市生涯学

習センター利用取消届出書に第５条第１項又は第７条第２項の許可書を添え

て、直ちに指定管理者に届け出なければならない。ただし、指定管理者が必

要と認めるときは、指定管理者が教育長の承認を得て別に定める方法による

ことができる。 

２ 小ホール等利用者が利用の取消しをしようとするときは、野田市生涯学習

センター小ホール等利用取消届出書兼利用料金還付申請書に第５条第２項又

は第７条第４項の許可書を添えて、直ちに指定管理者に届け出なければなら

ない。 

３ 指定管理者は、前項の届出書を受理したときは、その利用の許可を取り消

し、野田市生涯学習センター小ホール等利用許可取消通知書により届出者に

通知するものとする。 

（利用の許可の取消し等） 

第９条 指定管理者は、条例第１２条第１項の規定によりセンターの利用の許

可の条件を変更し、若しくは利用を停止し、又は利用の許可を取り消したと

きは、野田市生涯学習センター（小ホール等）利用許可取消等通知書により

センター利用者又は小ホール等利用者に通知するものとする。 

（利用料金の減免） 

第１０条 条例第８条の規定による利用料金の減免を受けようとする者は、野

田市生涯学習センター（小ホール等）利用料金減免申請書を指定管理者に提

出しなければならない。 

（減免の基準） 

第１１条 条例第８条に規定する教育委員会規則で定める基準は、別表のとお

りとする。 

（利用料金の還付） 

第１２条 条例第９条第１項又は第２項の規定による利用料金の還付を受けよ

うとする者は、野田市生涯学習センター利用料金還付申請書又は野田市生涯
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学習センター小ホール等利用取消届出書兼利用料金還付申請書を指定管理者

に提出しなければならない。 

２ 条例第９条第２項に規定する教育委員会規則で定める基準は、次に定める

ところによる。 

(1) 天災、地変その他小ホール等利用者の責めによらない理由により利用が

できなかったときは、全額を還付する。 

(2) 小ホール等利用者が利用する日の３月前までに第８条第２項の規定によ

り利用の取消しを申し出たときは、全額を還付する。 

(3) 小ホール等利用者が利用する日の２月前までに第８条第２項の規定によ

り利用の取消しを申し出たときは、１００分の７０に相当する額を還付す

る。 

(4) 小ホール等利用者が利用する日の１月前までに第８条第２項の規定によ

り利用の取消しを申し出たときは、１００分の５０に相当する額を還付す

る。 

（届出） 

第１３条 小ホール等利用者は、利用する日の７日前までに、野田市生涯学習

センター小ホール等利用内容届出書を指定管理者に提出しなければならない。 

（利用方法等の打合せ） 

第１４条 小ホール等利用者は、利用する日の７日前までに、指定管理者の指

定する職員と設備及び器具の利用方法その他必要な事項についての打合せを

しなければならない。 

（警備員等の配置） 

第１５条 小ホール等利用者は、小ホール内外の秩序の維持、危険の防止等の

ため必要な警備員及びその他の要員を配置しなければならない。 

２ 小ホール等利用者の故意又は過失により人的及び物的な損害が生じた場合

は、小ホール等利用者の責任とする。 

（遵守事項） 

第１６条 利用者及び入場者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

(1) 施設を損傷し、又は汚損しないこと。 

(2) 所定の場所以外で飲食若しくは喫煙をし、又は火気を使用しないこと。 
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(3) 所定の場所以外にみだりに出入りしないこと。 

(4) 指定管理者の許可なく備品、器具等を利用し、又は移動しないこと。 

(5) 騒音若しくは怒声を発し、又は暴力を用いる等他人に迷惑を及ぼす行為

をしないこと。 

(6) 利用後は、整理整頓し、清潔の保持に努めること。 

(7) 前各号に掲げるもののほか、管理上必要な指示に反する行為をしないこ

と。 

２ 指定管理者は、前項の規定に反し、著しく公益を害し、又は秩序を乱す者

については、センターの利用を禁じ、又は退場させることができる。 

（職員の立入り） 

第１７条 指定管理者は、センターの管理上必要と認めるときは、その指定す

る職員を、利用している施設に立ち入らせることができる。 

（指定申請書等） 

第１８条 野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成２

１年野田市条例第７号。以下「手続条例」という。）第３条の申請書は、野

田市生涯学習センター指定管理者指定申請書とする。 

２ 手続条例第３条に規定する規則で定める書類は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 定款、規約その他これらに類する書類 

(2) 法人にあっては、当該法人の登記事項証明書 

(3) 当該申請書を提出する日の前事業年度の収支計算書及び事業報告書 

(4) 当該施設の管理に関する業務の収支予算書 

(5) その他教育委員会が必要と認める書類 

（選定等の通知） 

第１９条 教育委員会は、手続条例第４条の規定による審査をしたときは、そ

の結果を野田市生涯学習センター指定管理者選定結果通知書により通知する

ものとする。 

２ 教育委員会は、手続条例第５条の規定により指定管理者を指定したときは、

野田市生涯学習センター指定管理者指定通知書により通知するものとする。 

（業務報告書の記載事項） 

第２０条 手続条例第１０条の業務報告書には、次に掲げる事項を記載しなけ
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ればならない。 

(1) センターの管理の実施状況及び利用状況 

(2) センターの管理に係る経費の収支状況 

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育委員会が特に必要と認める事項 

（委任） 

第２１条 この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和元年１０月１日から施行する。 

（野田市公民館管理規則の一部改正） 

２ 野田市公民館管理規則（昭和４９年野田市教育委員会規則第２号）の一部

を次のように改正する。 

  第１条中「第４条」を「第３条」に改める。 

  第９条第３号を削る。 

  第１０条第１号中「及び野田公民館（小ホールを除く。）」を削り、同条

第２号中「野田公民館の小ホール及び」を削る。 

  第１９条から第２２条までを削り、第２３条を第１９条とする。 

  別表野田市野田公民館の項を削る。 

（野田市公民館使用規則の一部改正） 

３ 野田市公民館使用規則（昭和４９年野田市教育委員会規則第３号）の一部

を次のように改正する。 

  第１条中「第１１条」を「第７条」に改め、「（野田市野田公民館小ホー

ル及び控室を除く。以下同じ。) ｣を削る。 

  第５条第１号中「及び第３号」を削り、同条第２号を削り、同条第３号中

「別表第３」を「別表第２」に改め、同号を同条第２号とする。 

  第７条を削り、第８条を第７条とする。 

  別表第２を削る。 

別表第３中「第５条第３号」を「第５条第２号」に改め、同表を別表第２

とする。 

（野田市教育委員会行政組織規則の一部改正） 
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４ 野田市教育委員会行政組織規則（昭和５６年野田市教育委員会規則第３号）

の一部を次のように改正する。 

別表第１生涯学習部の項生涯学習課の目第２３号中「、野田公民館」を削

り、「中央コミュニティ会館」を「生涯学習センター」に改める。 

別表第２野田市立興風図書館の項第２号中「（中央コミュニティ会館を除

く。）」を削る。 

（野田市野田公民館小ホール利用規則の廃止） 

５ 野田市野田公民館小ホール利用規則（平成１０年野田市教育委員会規則第

６号）は、廃止する。 
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別表（第１１条） 

区分 内容 

小ホール及び小ホールの設

備 

１ 社会教育関係団体及び社会福祉関係団体が

その目的に従って市民の福利のため利用する

ときは、利用料金の１００分の３０に相当す

る額を減額する。 

２ 前号に準ずる公共的団体がその目的に従っ

て市民の福利のため利用するときは、利用料 

金の１００分の３０に相当する額を減額する。 

３ 入場料その他これに類する料金を徴収しな

いラジオの公開放送若しくは公開録音又はテ

レビの公開放映若しくは公開録画のため利用

するときは、利用料金の１００分の３０に相

当する額を減額する。 

４ 市又は市の機関が直接利用するときは、別

に定める額を減免する。 

５ その他教育長が必要と認めるときは、その

認める額を減免する。 

小ホール以外の施設 １ 官公署が主催する諸行事及び会議等に利用

するときは、利用料金を免除する。 

２ 社会福祉協議会、自治会連合会等教育委員

会が指定する団体が利用するときは、利用料

金を免除する。 

３ 社会教育関係団体及び社会福祉関係団体が

利用するときは、利用料金の１００分の５０

に相当する額を減額する。 

４ その他教育長が必要と認めるときは、その

認める額を減免する。 

５ 前各号に掲げるもののほか、指定管理者が 
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 利用料金を減免する必要があると認めるとき

は、指定管理者が教育長の承認を得てその都

度定める額を減免する。 
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提案理由 

 野田市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例の施行に伴い、野田市

生涯学習センターの設置及び管理に関する条例施行規則を制定し、条例の施行

に関し必要な事項を定めようとようとするものである。 
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野田市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例施行規則附則第2項から第4項までの規定による関係規則の一部改正案新旧対照表 

(下線の部分は改正部分) 

○ 野田市公民館管理規則（昭和49年野田市教育委員会規則第2号）（附則第2項関係） 

改  正  案 現     行 
(趣旨) (趣旨) 

第1条 この規則は、野田市公民館の設置及び管理に関する条例(昭和49年野田市条例

第4号)第3条の規定に基づき、公民館の管理に関し必要な事項を定めるものとする。 

第1条 この規則は、野田市公民館の設置及び管理に関する条例(昭和49年野田市条例

第4号)第4条の規定に基づき、公民館の管理に関し必要な事項を定めるものとする。 

(開館時間) (開館時間) 

第9条 公民館の開館時間は、次のとおりとする。 第9条 公民館の開館時間は、次のとおりとする。 

(1)・(2) (略) (1)・(2) (略) 

(削る。) (3) 野田市野田公民館(以下「野田公民館」という。)の開館時間は、午前9時から

午後9時までとする。ただし、小ホール(控室を含む。以下同じ。)は、午前9時か

ら午後10時までとする。 

(休館日) (休館日) 

第10条 公民館の休館日は、次のとおりとする。ただし、教育長が必要と認めるとき

は、臨時に休館し、又は開館することができる。 

第10条 公民館の休館日は、次のとおりとする。ただし、教育長が必要と認めるとき

は、臨時に休館し、又は開館することができる。 

(1) 中央公民館 12月29日から翌年の1月3日までの日 (1) 中央公民館及び野田公民館(小ホールを除く。) 12月29日から翌年の1月3日ま

での日 

(2) 前号の公民館を除く公民館 (2) 野田公民館の小ホール及び前号の公民館を除く公民館 

ア・イ (略) ア・イ (略) 

 (指定申請書等) 

(削る。) 第19条 野田市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例(平成21年野田市

条例第7号。以下「手続条例」という。)第3条の申請書は、野田市野田公民館指定管

理者指定申請書(別記第1号様式)とする。 

2 手続条例第3条に規定する規則で定める書類は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 定款、規約その他これらに類する書類 

(2) 法人にあっては、当該法人の登記事項証明書 

(3) 当該申請書を提出する日の前事業年度の収支計算書及び事業報告書 

(4) 当該施設の管理に関する業務の収支予算書 

(5) その他教育委員会が必要と認める書類 

 (選定等の通知) 

(削る。) 第20条 教育委員会は、手続条例第4条の規定による審査をしたときは、その結果を野

田市野田公民館指定管理者選定結果通知書(別記第2号様式)により通知するものと

する。 
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2 教育委員会は、手続条例第5条の規定により指定管理者を指定したときは、野田

市野田公民館指定管理者指定通知書(別記第3号様式)により通知するものとする。 

 (業務報告書の記載事項) 

(削る。) 第21条 手続条例第10条の業務報告書には、次に掲げる事項を記載しなければならな

い。 

(1) 公民館の管理の実施状況及び利用状況 

(2) 公民館の管理に係る経費の収支状況 

(3) 前2号に掲げるもののほか、教育委員会が特に必要と認める事項 

 (指定管理者による管理) 

(削る。) 第22条 指定管理者が野田公民館の管理を行う場合におけるこの規則の適用について

は、第10条ただし書中「教育長が必要と認めるとき」とあるのは「あらかじめ指定

管理者が教育長の承認を得たとき」と、第11条及び第13条中「館長」とあるのは「指

定管理者」とする。 

第19条 (略) 第23条 (略) 

  

別表(第2条、第3条第2項) 別表(第2条、第3条第2項) 

公民館の名称 対象区域 

野田市中央公民館 野田市立第一中学校及び野田市立第二中学校の通学区域 

野田市東部公民館 野田市立東部中学校の通学区域 

 (略) 
 

公民館の名称 対象区域 

野田市中央公民館 野田市立第一中学校及び野田市立第二中学校の通学区域 

野田市野田公民館 野田市の全域 

野田市東部公民館 野田市立東部中学校の通学区域 

 (略) 
 

  

 

○ 野田市公民館使用規則（昭和49年野田市教育委員会規則第3号）（附則第3項関係） 

改  正  案 現     行 
(趣旨) (趣旨) 

第1条 この規則は、野田市公民館使用料条例(昭和32年野田市条例第18号。以下「条

例」という。)第7条の規定に基づき、公民館の使用に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

第1条 この規則は、野田市公民館使用料条例(昭和32年野田市条例第18号。以下「条

例」という。)第11条の規定に基づき、公民館(野田市野田公民館小ホール及び控室

を除く。以下同じ。)の使用に関し必要な事項を定めるものとする。 

(使用の料金) (使用の料金) 

第5条 条例第3条第2項の規則で定める使用料の額は、次のとおりとする。 第5条 条例第3条第2項の規則で定める使用料の額は、次のとおりとする。 

(1) 次号に規定する公民館以外の公民館の使用料 別表第1 (1) 次号及び第3号に規定する公民館以外の公民館の使用料 別表第1 

(削る。) (2) 野田市野田公民館(小ホール及び控室を除く。第7条において同じ。)の使用料

 別表第2 
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(2) 野田市南部梅郷公民館及び野田市川間公民館の使用料 別表第2 (3) 野田市南部梅郷公民館及び野田市川間公民館の使用料 別表第3 

 (指定管理者による管理) 

(削る。) 第7条 指定管理者が野田市野田公民館の管理を行う場合におけるこの規則の適用に

ついては、第2条の見出し中「使用」とあるのは「利用」と、同条第1項中「使用し

よう」とあるのは「利用しよう」と、「野田市公民館使用申込書」とあるのは「野

田市公民館利用申込書」と、「館長」とあるのは「指定管理者」と、同条第2項本文

中「使用」とあるのは「利用」と、同項ただし書中「館長」とあるのは「指定管理

者」と、第3条の見出し中「使用許可」とあるのは「利用許可」と、同条第1項中「使

用」とあるのは「利用」と、同条第2項中「館長」とあるのは「指定管理者」と、「使

用を」とあるのは「利用を」と、「野田市公民館使用許可書」とあるのは「野田市

公民館利用許可書」と、第4条中「館長」とあるのは「指定管理者」と、第5条の見

出し中「使用」とあるのは「利用」と、第6条の見出し中「使用者等」とあるのは「利

用者等」と、同条中「使用」とあるのは「利用」と、「館長」とあるのは「指定管

理者」とする。 

第7条 (略) 第8条 (略) 

  

(削る。) 別表第2(第5条第2号) 

 区分 午前9時から午後5時まで

(1時間当たり) 

午後5時から午後9時まで

(1時間当たり) 

研修室 120円 170円 

幼児室 70 100 

調理実習室 180 270 

多目的スタジオ 130 200 

リフレッシュルーム 月額登録料 1人につき 1,390円 

情報活用コーナー 無料 
 

 備考 

1 市内に住所を有しない者に係る使用料の額は、この表に定める額に100分の50

を乗じて得た額を加えた額とする。 

2 民間社会教育事業者等に係る使用料の額は、調理実習室及び多目的スタジオに

ついてはこの表に定める額の3倍とし、情報活用コーナーについてはパソコン1

台につき310円とする。ただし、この場合の貸出時間は、2時間以内とする。 

  

別表第2(第5条第2号) 別表第3(第5条第3号)  

(略) (略) 
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○ 野田市教育委員会行政組織規則（昭和56年野田市教育委員会規則第3号）（附則第4項関係） 

改  正  案 現     行 
別表第1(第5条) 別表第1(第5条) 

部 課 分掌事務 

生涯学習部 (略) (略) 

生涯学習課 1～22 (略) 

23 文化会館及び生涯学習センターの指定管理者の監

理に関すること。 

24～26 (略) 

(略) (略) 

(略) (略) (略) 
 

部 課 分掌事務 

生涯学習部 (略) (略) 

生涯学習課 1～22 (略) 

23 文化会館、野田公民館及び中央コミュニティ会館

の指定管理者の監理に関すること。 

24～26 (略) 

(略) (略) 

(略) (略) (略) 
 

別表第2(第7条) 別表第2(第7条) 

教育機関等 分掌事務 

野田市立興風図書館 1 (略) 

2 コミュニティ会館の指定管理者の監理に関するこ

と。 

(略) (略) 
 

教育機関等 分掌事務 

野田市立興風図書館 1 (略) 

2 コミュニティ会館(中央コミュニティ会館を除く。)

の指定管理者の監理に関すること。 

(略) (略) 
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